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＊表紙絵解説

「蟹」のいわれ

　蟹の絵は川俣順一大阪大学名誉教授にお願
いして描いてもらったものである。
　癌に関係ある学会のシンボルマークに蟹の
図案化したものがよく用いられている。
　癌と蟹の関係の歴史は遠くギリシャ時代に
さかのぼる。ギリシャの医聖ヒポクラテス著
述のところどころに，今日私どもがいう癌と
思われる記録がある。ヒポクラテスはそれを

「カルキノス」と呼んでいる。カルキノスと
いうのは日常一般に用いられていた言葉で，
蟹のことである。ヒポクラテスが記述してい
るという病気（癌）の格好が蟹に似ていたの
でそれを呼び名とした。
　今日，欧米では日本でいう癌をカルチノー
マと呼んでいる。それはカルキノスという言
葉からきたもので，両者は同義語である。
　ヒポクラテスはカルキノス（蟹）という日
常語を純然たる医学語とした人である。癌と
蟹の関係はそれ以来続いている。
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